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24）産科婦人科

１．診療体制と患者構成
１）常勤医師数、非常勤医師数

　　常勤医師は17名、非常勤医師は４名

２）指導医師数、専門医師数

　　指導医師数９名、専門医師数10名

３）外来診療の実績

　初診、婦人科再診、産科再診、産科超音波外来で診療を行っている。

　専門外来として、週２回の内分泌・不妊症外来、腫瘍外来を設けている。

　婦人科では、子宮筋腫や子宮内膜症のホルモン療法などの良性婦人科疾患の外来治療の他に、婦人科悪

性腫瘍の化学療法を外来化学療法室で行い、入院診療による患者の負担が軽減するように努めている。

　産科では、超音波検査専門の産科医を外来に置き、必要時に詳細な産科超音波検査が施行できるように

している。平成16年４月より助産外来を開設し、正常妊娠経過の妊婦に対して助産師よる妊婦健診を行う

ことにより、妊婦に対する保健指導を充実させている。また、近年の需要の高まりをうけ、全科横断的な

遺伝カウセリング外来を開設している。

　専門外来では、各分野に習熟した医師が外来診療を担当している。内分泌・不妊症外来では、体外受精

スタッフが診療に加わることによって、外来不妊治療から体外受精まで患者のニーズにあった診療をする

体制がとられている。腫瘍外来では、がん治療専門医による前がん病変のフォロー、がん治療後の患者の

フォローを行っている。

　　平成19年の外来患者総数は　産科10,997人　婦人科20,695人であった。

４）入院診療の実績

　　　入院患者数

　　　　MF-ICU：442人

　　　　産科病棟：843人

　　　　婦人科病棟：825人

　　　平均在院日数

　　　　MF-ICU：8.0日

　　　　産科病棟：6.6日

　　　　婦人科病棟：7.1日

主要疾患について

産科部門

　総合周産期母子医療センターは、平成９年に東京都より認定を受け開設された多摩地区唯一の総合周産

期センターで、母体胎児集中治療室（MFICU）12床、後方ベッド24床より構成されている。多摩地区を

中心に、都内および近県のハイリスク児出生が予測される場合の母体搬送を受け入れている。また、糖尿

病や腎疾患などの合併症妊娠、多胎妊娠妊婦や妊娠高血圧症（PIH：pregnancyinduced hypertension）

合併妊婦、胎児異常などの妊娠・分娩管理を行っている。平成19年度の分娩数は904（帝王切開303例）で

あった。904例のうち、多胎妊娠分娩は66例（双胎65例、三胎1例）、早産233例（うち30週未満の早産は42

例）であり、当院NICUまたはGCUへの入院は233件であった（他院への新生児搬送は無し）。また、他院

よりの母体搬送の受け入れは96件であった。出生体重1000g未満の院内出生児の生存率は85%、1000-1500g
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